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がん患者の不安や悩みを軽減するために、がんを経験した者もがん患者に対す
る相談支援に参加することが必要であることから、平成23〜25年度に実施され
た厚生労働省委託事業「がん総合相談に携わる者に対する研修プログラム策定事
業」でピア・サポーター研修プログラム、並びにピア・サポーター養成研修テキ
スト（がんサロン編・ピア・サポーター編）が作成されました。
しかし「がん対策に関する行政評価・監視結果報告書（平成28年9月総務省）」
では、一部の都道府県で研修が実施されていない、拠点病院における相談支援や
患者サロンへのピア・サポートの受け入れが十分に進んでいない状況が指摘され
ています。またその理由として、地域により活動が活発でないことがあること、
患者会活動を通じた患者支援ではそれぞれの会の特性を生かした支援を行ってお
り研修を必要としないこと、病院側の問題としてピア・サポーターの相談対応能
力が分からないこと、患者とのトラブルへの対応方針ができていないことなどが
挙げられました。旧研修プログラムが地域の主体性を重視するあまりに普及が阻
害されている側面が考えられ、緩和ケア研修会・ピア・サポート研修などが提案
されています。
平成30年度厚生労働省委託事業「がん総合相談に携わる者に対する研修事業」
では、これらの経緯をもとに、ピア・サポーター養成研修プログラムならびに研
修テキストを改訂しました。
本研修会、テキストの対象は、以下をおもに想定しています。
・これまでピア・サポート活動が行われていない、もしくは十分な規模でない地
域で、自治体や医療機関（おもにがん診療連携拠点病院）とがん体験者が協力
してピア・サポートを立ち上げる状況での研修
・相談員のように利用者の幅広い相談への対応を行えるピア・サポート（ピアス
ペシャリスト）ではなく、相談員としての訓練が十分でなくても自身の体験を
生かして行うピア・サポート
そのため、患者会などが主体となり活動を行っている場合や、ピアスペシャリ
ストとしての活動を行っている場合は、本事業による研修会、テキストの内容が
そぐわないと感じられることがあるかもしれません。本事業はピア・サポートが
行われていない地域への普及を目指したものであり、すでに活発な活動が行われ
ている状況に対する研修プログラムではないことをご理解ください。

2019年2月
平成30年度がん総合相談に携わる者に対する研修事業
ピア養成研修ワーキンググループ長　秋月伸哉
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